
運転室

木材を運搬していた当時の雨宮21号

51
）
年
、
丸
瀬
布
町
に
正
式
に
譲
渡
さ
れ
た
。
鉄
道
廃
止

か
ら
す
で
に
15
年
が
経
過
し
て
い
た
。

　

町
は
「
雨
宮
21
号
」
を
札
幌
に
運
ん
で
復
元
、
整
備
す

る
一
方
、
市
街
地
か
ら
９
㎞
離
れ
た
同
町
上
武
利
に
森
林

公
園
い
こ
い
の
森
を
造
成
し
、„
森
林
鉄
道
の
走
る
緑
と

渓
谷
の
マ
チ
“
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
８
の
字
形
の

一
周
軌
道
を
敷
設
す
る
な
ど
着
々
と
準
備
を
進
め
た
。

　

い
こ
い
の
森
の
周
辺
に
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
昆
虫

生
態
館
、
郷
土
資
料
館
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
温
泉
施
設
も

で
き
た
。

　

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
5
月
1
日
、「
雨
宮
21
号
」
は
、

　

ボ
ー
ッ

　

懐
か
し
い
汽
笛
を
響
か
せ
て
走
り
だ
し
た
。
丸
瀬
布
の

人
た
ち
は
そ
の
雄
姿
に
歓
声
を
上
げ
た
。

　

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
元
旦
、「
雨
宮
21
号
」
は
積

雪
に
埋
ま
っ
た
森
林
の
中
を
、
白
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
豪

快
に
走
り
抜
け
た
。「
雨
宮
21
号
」
と
「
21
世
紀
」
の
到

来
を
引
っ
か
け
た
記
念
運
行
に
、
人
々
は
感
激
の
面
持
ち

だ
っ
た
。

Data
4月末～10月末の土、日、祝日、夏休み期間に
運行
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有
志
の
情
熱
が
果
た
し
た
動
態
保
存

「
カ
ン
コ
ー
の
汽
車
を
何
と
か
し
て
残
し
た
か
っ
た
」

と
述
懐
す
る
の
は
丸
瀬
布
町
の
郷
土
史
研
究
家
、
秋
葉

実
さ
ん
だ
。

　

秋
葉
さ
ん
が
「
雨
宮
21
号
」
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
処
分
を

知
っ
た
の
は
1
9
5
6（
昭
和
31
）年
秋
。
毎
年
ス
キ
ー

場
の
麓
で
開
く
有
志
ら
の
「
山
賊
会
」
と
い
う
宴
会
の

席
上
だ
っ
た
。
役
場
職
員
か
ら
「
雨
宮
21
号
」
は
10
万

円
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
る
、
と
聞
か
さ
れ
、
酒
の
勢
い

も
手
伝
っ
て
有
志
ら
が
、

「
俺
は
2
万
円
出
す
」

「
5
千
円
な
ら
す
ぐ
で
も
い
い
ぞ
」

　

と
言
い
出
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
資
金
の
目
算
が

つ
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
機
関
車
だ
け
買
っ
て
も
、
機
関
庫
も
な
け

れ
ば
用
地
も
な
い
。
秋
葉
さ
ん
は
翌
朝
、
町
長
を
訪
ね

て
、「
機
関
車
を
寄
付
す
る
か
ら
、
保
存
策
を
考
え
て

ほ
し
い
」
と
頼
ん
だ
。

　

町
長
は
そ
の
熱
い
心
情
に
う
た
れ
、「
雨
宮
21
号
」

の
譲
渡
に
か
け
ず
り
回
っ
た
。
秋
葉
さ
ん
は
地
元
民
の

家
々
を
歩
い
て
署
名
活
動
を
し
た
。
紆
余
曲
折
の
末
、

「
雨
宮
21
号
」
の
動
態
保
存
が
決
定
し
た
。

　

1
9
8
2
（
昭
和
57
）
年
5
月
1
日
、
黒
い
機
関
車

が
ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
に
力
強
く
走
り
出
し
た
。

「
あ
の
日
の
喜
び
は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
秋
葉

さ
ん
は
語
る
。


